
第88回　俯瞰サロン　　　発泡スチロールリサイクルで技術／事業モデルの両面で世界に貢献する 

廃プラを「処理する」から、資源プラを「製造する」への環境ビジネス 

2021年9月29日 　18:30 
主催：一般社団法人　俯瞰工学研究所

写真共有プラスチック再生品輸出 パナ・ケミカルについて J-EPS recycling 資源プラ

犬飼　健太郎 
株式会社パナ・ケミカル　代表取締役 
一般社団法人資源プラ協会　代表理事 
環境カウンセラー（環境省）　

サーキュラーエコノミーとSDGs

出所：経済産業省「資源循環政策の現状と課題」 3

世界のプラスチックに関する動き

リサイクルを取り巻く状況＞2.世界のプラスチックに関する動き
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プラスチック再生品の輸出が始まる 
中国プラ輸入停止、洋ゴミショック（当時プラ輸入は香港経由） 
国内120万トン、海外30万トン、輸出はマイノリティ 
中国の巨大市場出現、輸出が増え始める 
青島事件発生、中国プラ輸入停止、ライセンス制度AQSIQ開始 
多くの新規参入　バブルの始まり 
輸出が加速、国内リサイクルは減少へ、中国輸出バブルの始まり 
リーマンショックで大打撃、しかし直後に輸出回復 
中国グリーンフェンスキャンペーン（検査が厳格化） 
シェール革命、原油安 
国内50万トン、海外150万トン　 
ナショナルソードで中国再生資源輸入ストップ　バブルの終焉 
東南アジア混乱、海洋プラ問題などプラへの圧力 
バーゼル法省令改正　輸出50万トン、海外100万トン 
プラスチック資源循環法
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2017年に中国が国内で環境汚染等を理由に、プラス
チックの輸入禁止を実施したことにより、各国の廃プラ
スチックが増加、この問題を解決するため、COP14に
おいて、本来、有害物質や廃棄物を規制するリストに、
仕分けされていないプラスチック、汚れたプラスチック
が規制対象になった、2021年1月1日より開始され、国
際的なプラスチックの輸出入規制が協会された。 

2019年からこの規制のガイドラインについて専門家委
員会が発足し、当社代表も資源プラ協会代表理事として

参加しリアルな現場の声を規制に反映させた
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バーゼル法によるプラスチック輸出規制

輸出OK 輸出NG

2021年

プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律
（1）プラスチック使用製品設計指針 
製造事業者等が製品設計等において努めるべき措置に関する指針を策定するとともに、当該指針に適合する設計を主務大臣が認定し、当該
設計に基づき製造されたプラスチック使用製品の調達や使用を促進します。 

（2）特定プラスチック使用製品の使用の合理化 
特定プラスチック使用製品（商品販売やサービスの提供に付随して消費者に無償で提供されるプラスチック使用製品）の提供事業者がプラ
スチック使用製品廃棄物の排出の抑制のために取り組むべき措置に関する判断の基準を策定し、使用の合理化を求める措置を講じます。 

（3）市町村の分別収集・再商品化 
容器包装再商品化法の仕組みを活用したプラスチック使用製品廃棄物の再商品化等により、市町村及び再商品化事業者による効率的な再商
品化を可能とする仕組みを導入します。 

（4）製造・販売事業者等による自主回収及び再資源化 
自ら製造・販売したプラスチック使用製品が使用済となったものについて、製造事業者等の自主回収・再資源化事業計画を国が認定するこ
とで廃棄物処理法の規定による許可を受けずに再資源化を実施できる仕組みを構築します。 

（5）排出事業者の排出抑制及び再資源化等 
排出事業者が排出の抑制や再資源化等の促進のために取り組むべき判断基準を策定するとともに、排出事業者等の再資源化事業計画を国が
認定することで廃棄物処理法の規定による許可を受けずに再資源化を実施できる仕組みを構築します。

2022年

環境省ホームページより 環境省ホームページより
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商号 株式会社パナ・ケミカル 

本社 東京都杉並区上高井戸1-8-3 エーム館 

 TEL.03-3302-7531　FAX.03-3306-0096 

 URL http://www.panachemical.co.jp/ 

設立 昭和51年3月1日 

資本金 1,000万円 

代表取締役 犬飼健太郎 

年商　42億円（2020年度） 

社員　14名　社外顧問　7名（技術、法務、会計等） 

関連団体　　　 一般社団法人　資源プラ協会 

取引銀行 三菱東京ＵＦＪ銀行／みずほ銀行／三井住友銀行 

加盟団体　　　 日本プラスチック工業連盟 

 東京商工会議所 

 関東プラスチックリサイクル協同組合 

表彰 リサイクル推進協議会会長賞（現・３Ｒ推進功労者等表彰） 

 ウェステック大賞2006 

 日刊工業新聞第24回優秀経営者顕彰「優秀創業者賞」 

取得認証 エコアクション21認定 No.0001711 

経営理念　　　小さくて強い会社 

パナ・ケミカルについて

発泡スチロールリサイクル事業 
40年の実績、全国2000社、業界シェア80％の発泡スチロールリサイクル

買い取りシステム。 

プラスチックリサイクル事業 
全国規模でプラスチック有価買取をネットワーク化、大手企業も含め2000

社、月間7000トン国内最大級の取り扱い 

プラスチックリサイクル処理機販売事業 
プラスチックマテリアルリサイクルに不可欠である処理機の開発と販売 

プラスチック原料販売事業 
パナソニック硬化性樹脂、エンプラ、再生原料、輸入原料などのニッチな

プラスチックの販売

事業
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プラスチックリサイクル 

45年の実績

発泡スチロールリサイクル 

全国シェア80%
プラスチックリサイクル 

月間7000t回収

処理機納入実績 

全国2000社
受賞歴 

第一回りサイクル推進協議会会長賞 
ウェステック大賞２００６ 
日刊工業新聞優秀経営者賞 
信用金庫優良企業表彰　 

他受賞多数

メディア掲載 
•TV:NHK・TV東京・TBS・TokyoMX 

•新聞:日経新聞・日刊工業新聞・化学工業日
報 他•雑誌:日経ビジネス・週刊ダイヤモンド・
東洋経済・日経エコロジー•ポプラ社副読本•

ものづくり白書　他

環境省HP　ビジネス  
RONT RUNNERに 

業界の先駆者として紹介

環境省  
プラスチックバーゼル法輸出規制 
ガイドライン作成委員会に参画

ERIA 
（東アジア・アセアン経済研究センター） 

に海洋プラを抑制する 
日本のリサイクル技術と紹介

実績
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環境省HP　ビジネス FRONT RUNNER
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環境省 プラスチック　バーゼル法輸出規制ガイドライン作成委員会
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ERIA（東アジア・アセアン経済研究センター）HP
海洋プラを抑制する日本のリサイクル技術として紹介され 
その試みを紹介する座談会のウェビナーがアジア中心に 
放送された。 

そこで紹介されたJ-EPS recyclingの動画は28万再生され
ている
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活動

27

社風



発泡スチロールを熱溶融しインゴット化する弊社が始め
た独自のリサイクル方式　J-EPS recycling©は、45年
前、日本の築地市場で生まれた。

29

廃棄物として処理すると費用のかかる発泡スチロール。 

50倍に発泡している魚箱を低温で溶かすことで1/50に減容しインゴ
ット化。 

現場サイドにインゴットを作るリサイクル処理機を置くことで、保
管や運搬のしやすさを実現するだけでなく、弊社が責任を持って有
価買取をするので、処理機にかかる初期コストも数年で償却。 

全国統一の仕組みで安定的に物量がを回収する仕組みができている
ので、安く品質の良い原料を大量に必要とする海外の工場にとって
は必需品となっている。 

海外で製品化するのは製造コストだけでなく海外の商品のニーズに
もあっている。 

長年の用途まで含めたリサイクルの環が完成しているので、国内で
はリサイクルの優等生と長年呼ばれて、発泡スチロールが処理困難
物とされる海外でも昨今注目を浴びるようになった。 

40年の歴史が経ち、日本では当たり前になった「日本発」インゴッ
ト型の発泡スチロールリサイクルシステムを「J-EPS recycling」と
して再定義し、日本の戦略的な輸出産業として発信している
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パナ・ケミカル　全国発泡スチロール　リサイクルシステム

情報交換

45年の実績　全国2000社　月間3000トン　国内シェア80%

廃発泡スチロール

EPSインゴット

販売

販売 加工

資源プラロゴに関する一切の権利（著作権、商標権等含みます）は、すべて株式会社パナ・ケミカルに帰属します。

https://www.shigenpla.com

製造現場や、専用の処理機を使い丁寧にリサイク
ルされたラスチックは有価物であっても一般に廃
プラ（廃プラスチック）と呼ばれていた。 

その中には、廃棄されるべきプラスチックとリサ
イクル原料の基材として利用されるべきプラス
チックが混在していた。 

そこで業界の同業者だけでなく機械メーカー、
有識者などに呼びかけ「資源プラ©」という名前
を名付けた。 

その活動が反響を呼び、2018年、啓蒙するため
の団体である資源プラ協会が生まれ、2019年に
は国内法に基づく使用済みプラスチックを輸出す
るための「バーゼル法プラスチック輸出規制のガ
イドライン」でも資源プラの考え方が取り入れら
れることとなった。

32
資源プラロゴに関する一切の権利（著作権、商標権等含みます）は、すべて株式会社パナ・ケミカルに帰属します。

資源プラのコンセプト
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45年の実績　全国800社　月間4000トン　国内最大級

販売

処理提案 
処理機提案 

資源プラ協会と 
連携した 
安心の仕組み 
認定制度 

パ
ナ
・
ケ
ミ
カ
ル
（
全
国13

箇
所
倉
庫
）

34

名　　称 
一般社団法人資源プラ協会 

住　　所 
〒103-0027東京都中央区日本橋2-10-3 
エグゼトゥ－ル日本橋401 

https://www.shigenpla.com/ 
Email   info@shigenpla.com 

事業内容 
1.「資源プラ」の品質向上に関する情報の提供 
2.普及啓蒙活動及び審査認定 
3.出版物制作 
4.セミナー開催 
5.製造装置や機器の開発販売 
6.教育、調査、研究事業、コンサルティング

35資源プラロゴに関する一切の権利（著作権、商標権等含みます）は、すべて株式会社パナ・ケミカルに帰属します。

資源プラ協会について

https://www.shigenpla.com

活動実績
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理事会（月例） 資源プラ教育セミナー 展示会（エコプロ、環境展）

資源プラ認定制度（事業者、装置）

メディア紹介
環境省　プラスチックの輸出に係るバーゼル法該非判断基準策定のための検討会
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プラスチックリサイクル現場の課題を熟知する専門商社
とリサイクル処理機トップメーカーが作る資源プラ製造
システムブランド
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61 マレーシア　ポリスチレン　リサイクル工場 62

リサイクルを取り巻く歴史＞3.混沌とするリサイクル業界

マレーシア　発泡スチロール　リサイクル工場 63

リサイクルを取り巻く歴史＞3.混沌とするリサイクル業界



マレーシア　フィルムリサイクル　リサイクル工場 64

リサイクルを取り巻く歴史＞3.混沌とするリサイクル業界

マレーシア　家電リサイクル工場 65
66

J-EPS recycling  資源プラ  45年の実績  累計200万トン  ⽉間7000トン  2000社

わたしたちは「資源プラリサイクル」の 
⻑期的なパートナーです！ 我々の活動にご期待ください！


